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　　   広瀬氏へのインタビューの検討を通じて   
６．まとめ
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  Ⅰ期： 勾配屋根とブレースのある
ピン接合の架構を試みた最
初期。
































































































































































































































































松村秀一，『「住宅」という考え方　20世紀的住宅の系譜』，東京大学出版会，1999, p. 124. において，
プレファブ構法やモデュラー・コーディネーションの展開を行う建築家の代表として池辺と広瀬をあ
げているが，彼らの企図が，プレファブ住宅産業とは乖離し，社会的な拡がりを持ち得なかったとい
う観察を示している。藤森照信，『原・現代住宅再見』，TOTO 出版，2002, pp. 133-152. では，
「SH-60」と「SH-67」を「機能主義。合理主義，技術主義の極致」として紹介している。
２　長岡洋樹，勝又英明，中島立人：広瀬鎌二の木造住宅作品における構法と意匠の特徴⑴ ⑵    在来
木造構法との比較を通して，日本建築学会学術講演梗概集 E-1，pp. 639-642，2003
３　丸山傑，古谷誠章ほか：広瀬鎌二「肆木の家」の設計分析，日本建築学会学術講演梗概集 E-1，
pp. 683-684，2007
４　村上貴彦，田中智之：広瀬鎌二の設計手法における工業部材と空間構造との関係，日本建築学会学術
講演梗概集 E-1，pp. 579-580，2006
５　筆者による空間構成や架構形式，規格化に関する主な論文を下記に示す。
  末包伸吾：ルドルフ・シンドラーの住宅建築における空間構成材とモデュールによる空間構成法，日
本建築学会計画系論文集，no. 494，pp. 261-267，1997.04，末包伸吾：部屋の構成とシークエンス計
画にみるルドルフ・シンドラーの空間構成法，日本建築学会計画系論文集，no. 497，pp. 221-227，
1997.07，末包伸吾：ルドルフ・シンドラーの住宅建築にみる空間構成の類型とその移行，日本建築
学会計画系論文集，no. 518，pp. 321-328，1999.04，末包伸吾：リチャード・ノイトラの住宅作品に
おける空間構成材とモデュールによる空間構成法，日本建築学会計画系論文集，no. 521，
pp. 277-283，1999.07．
６　本稿は林俊博氏（当時，神戸大学大学院生）との共同研究を元に，筆者が再検討を加えるとともに，
検討を深めるため，新たな図表を作成し，広瀬氏へのインタビューを彼の空間構成や架構形式，架構
材等の経年的移行の意図や背景として補完するなど，様々な点での改変を加えたものである。
７　注１に示した，広瀬に関する作品集等をはじめ，新建築，建築文化など代表的な建築ジャーナリズム
の資料を可能な限り閲覧・収集したが，その際に，配置図，平・立・断面図といった一般図が整って
いることが必要条件である。さらに架構形式や空間構成材を分析しようとする本論にあっては，仕様
や構造図等も必要であることから，こういった資料的制約のなかで，1953年から1968年の約16年にお
よぶ「ＳＨシリーズ」の展開の時代的偏りをできるだけ排除し，かつ注１に示す，様々な論評等にお
ける広瀬の代表的作品とされるものは必ず含むことにより，広瀬の空間構成と架構形式を総体的にし
めそうとする本論の分析対象作品とした。
８　広瀬氏へのインタビューは2005年１月16日，自邸である「肆木の家」において行われた。
９　ここでの中間領域とは，例えば，玄関部分の床のペーブメントだけの貫入などのように，固定式家具
や壁で空間を明確に分節するのではないものを総称している。
10　以下，特記なき本書式での引用は，註８のインタビューを基にしたものである。
11　本稿での架構材は構造に関わる材を示し，空間構成材は，それ以外の空間の仕上げに関わるもの。
12　広瀬氏のインタビューの引用にあたっては，文意を変えない範囲で筆者による改変を加えている。
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